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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 5,411 5.1 46 △36.6 28 △50.9 18 △14.3
22年3月期第2四半期 5,150 △26.8 72 △68.1 58 △72.2 21 △81.4

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 9.29 ―
22年3月期第2四半期 10.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 6,788 2,628 38.7 1,314.36
22年3月期 6,798 2,681 39.4 1,340.88

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  2,628百万円 22年3月期  2,681百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 35.00 35.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想） ― 35.00 35.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,800 3.3 200 △19.4 150 △30.6 70 93.3 35.00



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法 
に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について 
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 2,000,000株 22年3月期  2,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  80株 22年3月期  80株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 1,999,920株 22年3月期2Q 1,999,920株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善が続き設備投資にも回復の兆候が

みられるなど、景気は総じて持ち直し傾向にありましたが、円高の進行などを背景に、先行きに対する

企業の業況感は急速に悪化しつつあります。 

情報サービス産業におきましては、情報化投資の抑制が続くなかでITサービス市場は依然として激し

い競争下にあり、厳しい経営環境が続いております。 

このような状況のもと、当社グループは顧客満足の更なる向上を図るため、技術力を基盤としたプロ

ジェクトマネジメント力とコンサルティング力の活用による高付加価値サービスの提供に努めました。

当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高は5,258,206千円（前年同四半期比4.8％

減）、売上高は5,411,599千円（前年同四半期比5.1％増）となりました。利益面につきましては、販売

費の増加などにより、営業利益は46,003千円（前年同四半期比36.6％減）、経常利益は28,645千円（前

年同四半期比50.9％減）、四半期純利益は18,571千円（前年同四半期比14.3％減）となりました。 

セグメント別の業績は次のとおりです。 

①ソリューション事業 

他社開発ERPパッケージ製品をベースとしたコンサルティング、システム構築につきましては、顧客

のグローバル展開支援や情報の可視化を図る業務システム連携ソリューションの提供を推進し、製造業

を中心とする既存・新規顧客からの受注獲得に努めました。当第２四半期連結累計期間の受注高は

3,680,759千円、売上高は3,750,496千円となりました。 

②プロダクト事業 

自社開発ERPパッケージ「MCFrame」および「A.S.I.A.」につきましては、引き続き顧客・ビジネスパ

ートナーとの関係強化に努めるとともに、SOA（Service Oriented Architecture）対応の新シリーズ

「MCFrame XA」の提供や顧客のグローバル展開支援への取り組みを推進いたしました。当第２四半期連

結累計期間の受注高は1,486,802千円、売上高は1,553,440千円となりました。ライセンス売上高につき

ましては546,784千円（前年同四半期比13.5％増）となりました。 

③システムサポート事業 

東洋ビジネスシステムサービス株式会社が展開する運用・保守等のシステムサポート事業につきまし

ては、当第２四半期連結累計期間の受注高は90,644千円、売上高は107,662千円となりました。 

  

流動資産につきましては、仕掛品の減少、受取手形及び売掛金の増加等により、前連結会計年度

末と比較して8,880千円減少し、4,577,312千円となりました。なお、当第２四半期連結会計期間末

の総資産に占める流動資産の比率は67.4％であります。 

また、固定資産につきましては、有形固定資産及び無形固定資産の減価償却が無形固定資産の取

得等を上回ったことにより、前連結会計年度末と比較して2,113千円減少し、2,210,693千円となり

ました。 

これらの結果、資産の部の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末と比較して

10,993千円減少し、6,788,006千円となりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

① 財政状態の分析

1）資産の部
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負債の部の当第２四半期連結会計期間末残高は、支払手形及び買掛金の減少、短期借入金の増加

等により、前連結会計年度末と比較して42,062千円増加し、4,159,401千円となりました。 

純資産の部の当第２四半期連結会計期間末残高は、四半期純利益を計上したことによる増加があ

ったものの、剰余金の配当による減少等により、前連結会計年度末と比較して53,056千円減少し、

2,628,604千円となりました。 

以上の結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末と比較して0.7ポイ

ント減少し38.7％となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より90,697千円減

少し、535,136千円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フローの状況） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益28,359千円を計上し、売上債権

の増加281,743千円、仕入債務の減少348,432千円等が、たな卸資産の減少200,982千円等を上回った

ことにより、全体として280,031千円の支出（前年同四半期 582,098千円支出増）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フローの状況） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、無形固定資産の取得（自社開発ERPパッケージ「MCFrame」

の開発等）による支出等により、全体として340,205千円の支出（前年同四半期 151,211千円支出

減）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フローの状況） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、銀行からの短期借入金の純増額が、配当金の支払等を上回

ったことにより、全体として529,818千円の収入（前年同四半期 411,537千円収入増）となりまし

た。 

  

今後の見通しにつきましては、円高、デフレ、海外経済減速などの不安材料を背景に企業の業況感の

悪化が見込まれ、顧客の更なる投資意欲の低下や抑制傾向の長期化が懸念されます。このような厳しい

受注環境が続くことが想定されるなかで、当社グループの平成23年3月期の連結業績の見通しにつきま

しては、以下を見込んでおります。 

 
  

  

2）負債の部

3）純資産の部

② キャッシュ・フローの状況の分析

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

【連 結】 通 期 （前期比％）

売上高 10,800百万円 （ 3.3 ％増）

営業利益 200百万円 （ 19.4 ％減）

経常利益 150百万円 （ 30.6 ％減）

当期純利益 70百万円 （ 93.3 ％増）
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該当事項はありません。 

  

税金費用の計算 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

  第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３

月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24

号 平成20年３月10日）を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

  

②「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

  第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

これによる損益に与える影響はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 535,136 625,833

受取手形及び売掛金 3,135,672 2,855,265

仕掛品 352,368 553,351

その他 554,134 551,898

貸倒引当金 － △156

流動資産合計 4,577,312 4,586,192

固定資産

有形固定資産 150,902 164,241

無形固定資産

のれん － 1,291

ソフトウエア 1,653,637 1,636,284

その他 3,205 3,750

無形固定資産合計 1,656,842 1,641,327

投資その他の資産

その他 408,448 412,738

貸倒引当金 △5,499 △5,499

投資その他の資産合計 402,948 407,238

固定資産合計 2,210,693 2,212,807

資産合計 6,788,006 6,798,999

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 471,892 696,586

短期借入金 2,300,000 1,700,000

未払法人税等 14,993 118,926

賞与引当金 482,164 525,510

品質保証引当金 37,131 36,195

受注損失引当金 － 126,983

その他 852,799 912,285

流動負債合計 4,158,982 4,116,488

固定負債 418 850

負債合計 4,159,401 4,117,338

純資産の部

株主資本

資本金 697,600 697,600

資本剰余金 426,200 426,200

利益剰余金 1,507,167 1,558,593

自己株式 △101 △101

株主資本合計 2,630,865 2,682,291

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 △2,260 △629

評価・換算差額等合計 △2,260 △629

純資産合計 2,628,604 2,681,661

負債純資産合計 6,788,006 6,798,999
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 5,150,853 5,411,599

売上原価 3,686,115 3,903,179

売上総利益 1,464,737 1,508,420

販売費及び一般管理費 1,392,126 1,462,416

営業利益 72,611 46,003

営業外収益

債務勘定整理益 － 642

持分法による投資利益 2,407 －

その他 369 242

営業外収益合計 2,776 885

営業外費用

支払利息 12,209 13,153

持分法による投資損失 － 3,104

為替差損 4,442 1,702

その他 431 282

営業外費用合計 17,083 18,243

経常利益 58,304 28,645

特別損失

固定資産除却損 3,244 286

特別損失合計 3,244 286

税金等調整前四半期純利益 55,059 28,359

法人税等 33,382 9,787

少数株主損益調整前四半期純利益 － 18,571

四半期純利益 21,677 18,571
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 55,059 28,359

減価償却費 283,229 331,564

のれん償却額 8,350 1,291

貸倒引当金の増減額（△は減少） △16 △156

賞与引当金の増減額（△は減少） △91,976 △43,346

品質保証引当金の増減額（△は減少） △9,079 936

受注損失引当金の増減額（△は減少） 33 △126,983

受取利息及び受取配当金 △39 △16

支払利息 12,209 13,153

為替差損益（△は益） 4,442 1,702

持分法による投資損益（△は益） △2,407 3,104

固定資産除却損 3,244 286

売上債権の増減額（△は増加） 571,856 △281,743

たな卸資産の増減額（△は増加） △65,422 200,982

前渡金の増減額（△は増加） 60,987 △5,920

仕入債務の増減額（△は減少） △393,041 △348,432

前受金の増減額（△は減少） △3,120 19,487

その他 △28,639 47,968

小計 405,670 △157,762

利息及び配当金の受取額 39 16

利息の支払額 △11,646 △13,615

法人税等の還付額 － 13,084

法人税等の支払額 △91,997 △121,755

営業活動によるキャッシュ・フロー 302,066 △280,031

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △11,938 △16,257

無形固定資産の取得による支出 △468,558 △323,962

投資有価証券の取得による支出 △10,000 －

その他 △920 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △491,416 △340,205

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 600,000

リース債務の返済による支出 △2,360 △937

配当金の支払額 △79,358 △69,243

財務活動によるキャッシュ・フロー 118,280 529,818

現金及び現金同等物に係る換算差額 △812 △278

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71,881 △90,697

現金及び現金同等物の期首残高 751,600 625,833

現金及び現金同等物の四半期末残高 679,719 535,136
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当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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当第２四半期連結累計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 
(注)１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 金額は、販売価格によっております。 

３ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 
(注)１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 
(注)１ セグメント間取引については、相殺消去しております。 

２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

  

4. 補足情報

生産、受注及び販売の状況

(1) 生産実績

セグメントの名称 生産高(千円)
前年同四半期比

(％)

ソリューション事業 3,750,496 ―

プロダクト事業 1,553,440 ―

システムサポート事業 107,662 ―

合計 5,411,599 ―

(2) 受注実績

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比 
(％)

ソリューション事業 3,680,759 ― 2,054,026 ―

プロダクト事業 1,486,802 ― 1,172,460 ―

システムサポート事業 90,644 ― 21,341 ―

合計 5,258,206 ― 3,247,829 ―

(3) 販売実績

セグメントの名称 販売高(千円)
前年同四半期比 

(％)

ソリューション事業 3,750,496 ―

プロダクト事業 1,553,440 ―

システムサポート事業 107,662 ―

合計 5,411,599 ―
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